
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章  酸性雨調査結果 

 

  





 

第第６６章章  酸酸  性性  雨雨  調調  査査  結結  果果  

 

 石川県では、昭和 58年度から酸性雨の化学組成の調査を実施している。 

酸性雨は、化石燃料などの燃焼により大気中に排出された硫黄酸化物や窒素酸化物などが、雲粒に

取り込まれ、そこで硫酸イオンや硝酸イオンなどに変化して、酸性度の高い（ｐＨの低い）雨や雪な

どの形態で地表に沈着するもので、その状況が深刻化すれば、森林や湖沼生物などの生態系へ影響を

与える。 

酸性雨は、大陸からの影響も含む広域的な大気汚染であるため、石川県では全国環境研協議会の全

国共同調査に参画し、行政区域を超えた地域的な評価も実施している。 

 

１ 調査目的 

  降水中に存在する各種イオン成分を測定することによって、雨の化学成分組成を明らかにし、酸

性雨発生機構解明の基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査地点及び調査期間 

  調査地点及び調査期間は表６－１のとおりである。 

 

表６－１ 調査地点 

調査地点 所 在 地 設 置 場 所 区 分 調 査 期 間 

太陽が丘 

 

金沢市太陽が丘

1丁目11番地 

石川県保健環境センター

屋上 

１週間降水 

 

令和6年3月25日～ 

令和7年3月31日 

 

３ 調査方法 

 (1) １週間降水の採取方法 

   自動降水採水器を用いて、原則月曜日毎に１週間分の降水を採取した。 

 (2) 測定項目及び測定方法 

   表６－２のとおり 10 項目を測定した。 

 

表６－２ 測定項目及び測定方法 

区   分 測 定 項 目 測 定 方 法 

１週間降水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水溶性成分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐＨ 

ＥＣ 

 

（電気伝導率） 

ガラス電極法 

電気伝導率計による方法 

SO4
2-  

NO3
-   

Cl-   

（硫酸イオン） 

（硝酸イオン） 

（塩化物イオン） 

イオンクロマトグラフ法 

〃 

〃 

NH4
+  

Ca2+ 

Mg2+ 

K+ 

Na+ 

（アンモニウムイオン） 

（カルシウムイオン） 

（マグネシウムイオン） 

（カリウムイオン） 

（ナトリウムイオン） 

イオンクロマトグラフ法 

    〃 

    〃 

    〃 

〃 
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６ その他の酸性雨影響調査 

 環境省が実施している土壌・植生モニタリング調査は、石動山（中能登町）及び宝立山（輪島

市）の 2 点において、平成元年度から概ね 5年に 1 度の頻度で継続的に実施されている。 

「越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング報告書（平成 25～29 年度）（環境省、平成 31 年 3

月）」では、生態影響モニタリングの結果として、「pHは一部の地点を除き、おおむね 4.0～5.5 

の間に分布し、調査地レベル、プロットレベルともに長期的な上昇あるいは下降傾向は認められ

なかった。樹木衰退度調査では、衰退度が高く継続的に衰退度の上昇が見られる地点もあった

が、大気汚染を含む人為的影響がどの程度寄与しているのかはまだ明らかでない。」としてお

り、宝立山については、「1 回目（H13）と比較して 2 回目（H17）に有意に上昇した後、3 回目

(H22)、4 回目(H27)と有意に下降するといった傾向がみられた。」としており、平成 25～29年度

における植生モニタリングにおいて枝の成長異常や葉色の異常がみられている。また、石動山に

ついては、「有意なｐＨ の変化は認められず、目立った樹木衰退傾向も認められない。」として

いる。 

なお、これまでの調査結果の概要は表６－６及び表６－７のとおりである。 

 

 

表６－６ 石動山の土壌（表層･適潤性褐色森林土） 

                         (単位：水分含有量及び pHを除き cmol(+)/kg) 

年度 
水分含有量 

（wt％） 

ｐＨ 交換性陽イオン（塩基性） 交換 

酸度 

交換性 

陽イオン 

（酸性） 

H2O KCl Ca Mg K Na Al H 

H13 5.0 4.4 3.7 0.36 0.37 0.44 0.18 13 12 1.4 

H17 8.3 4.4 3.5 0.48 0.74 0.33 0.11 13 12 1.0 

H22 6.5 4.3 3.5 0.76 0.86 0.31 0.13 12 11 1.0 

H27 7.0 4.4 3.6 0.21 0.39 0.57 0.15 13 11 1.1 

R02 6.6 4.4 3.6 0.41 0.59 0.32 0.14 14 12 2.2 

  注) １ H13 のデータは、「環境省酸性雨対策調査総合とりまとめデータ集 昭和 58 年度～平成 14 年度（（財）日本環境衛

生センター 酸性雨研究センター）」より引用した土壌モニタリングデータを加工した。 

           2 H17、H22、H27 及び R02 のデータは、それぞれ「平成 17 年度酸性雨調査結果について」、「平成 22 年度酸性雨調査

結果について」、「平成 27 年度酸性雨調査結果について」及び「令和 2 年度酸性雨調査結果について」環境省ホーム

ページより引用した土壌モニタリングデータを加工(土壌層 0～10cm データの総平均)した。 
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表６－７ 宝立山の土壌（表層・弱乾性赤色土） 

                         (単位：水分含有量及び pHを除き cmol(+)/kg) 

年度 
水分含有量 

（wt％） 

ｐＨ 交換性陽イオン（塩基性） 交換 

酸度 

交換性 

陽イオン 

（酸性） 

H2O KCl Ca Mg K Na Al H 

H13 5.5 4.6 3.8 0.49 0.78 0.40 0.35 16 14 2.0 

H17 12 4.6 3.6 0.30 1.0 0.23 0.16 16 16 1.1 

H22 8.7 4.3 3.4 0.89 1.4 0.28 0.23 13 12 0.98 

H27 10 4.3 3.3 0.47 1.1 0.42 0.27 15 13 1.5 

R02 8.9 4.5 3.6 0.66 0.93 0.24 0.21 18 16 2.7 

  注)  １ H13 のデータは「環境省酸性雨対策調査総合とりまとめデータ集 昭和 58 年度～平成 14 年度（（財）日本環境衛生

センター 酸性雨研究センター）」より引用した土壌モニタリングデータを加工した。 

           2 H17、H22、H27 及び RO2 のデータは、それぞれ「平成 17 年度酸性雨調査結果について」、「平成 22 年度酸性雨調査

結果について」、「平成 27 年度酸性雨調査結果について」及び「令和 2 年度酸性雨調査結果について」環境省ホーム

ページより引用した土壌モニタリングデータを加工(土壌層 0～10cm データの総平均)した。 

 

７ まとめ 

  本県においては、現在のところ酸性雨による深刻な被害を受ける状況には至っていないが、大

陸方面からの大気汚染物質の長距離輸送の影響も懸念されることから、環境省が実施する調査に

協力するとともに、気象要因による変動等も考慮し、今後とも推移を注意深く観察する必要があ

る。 

 

 

６ その他の酸性雨影響調査 

 環境省が実施している土壌・植生モニタリング調査は、石動山（中能登町）及び宝立山（輪島

市）の 2 点において、平成元年度から概ね 5年に 1 度の頻度で継続的に実施されている。 

「越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング報告書（平成 25～29 年度）（環境省、平成 31 年 3

月）」では、生態影響モニタリングの結果として、「pHは一部の地点を除き、おおむね 4.0～5.5 

の間に分布し、調査地レベル、プロットレベルともに長期的な上昇あるいは下降傾向は認められ

なかった。樹木衰退度調査では、衰退度が高く継続的に衰退度の上昇が見られる地点もあった

が、大気汚染を含む人為的影響がどの程度寄与しているのかはまだ明らかでない。」としてお

り、宝立山については、「1 回目（H13）と比較して 2 回目（H17）に有意に上昇した後、3 回目

(H22)、4 回目(H27)と有意に下降するといった傾向がみられた。」としており、平成 25～29年度

における植生モニタリングにおいて枝の成長異常や葉色の異常がみられている。また、石動山に

ついては、「有意なｐＨ の変化は認められず、目立った樹木衰退傾向も認められない。」として

いる。 

なお、これまでの調査結果の概要は表６－６及び表６－７のとおりである。 

 

 

表６－６ 石動山の土壌（表層･適潤性褐色森林土） 

                         (単位：水分含有量及び pHを除き cmol(+)/kg) 

年度 
水分含有量 

（wt％） 

ｐＨ 交換性陽イオン（塩基性） 交換 

酸度 

交換性 

陽イオン 

（酸性） 

H2O KCl Ca Mg K Na Al H 

H13 5.0 4.4 3.7 0.36 0.37 0.44 0.18 13 12 1.4 

H17 8.3 4.4 3.5 0.48 0.74 0.33 0.11 13 12 1.0 

H22 6.5 4.3 3.5 0.76 0.86 0.31 0.13 12 11 1.0 

H27 7.0 4.4 3.6 0.21 0.39 0.57 0.15 13 11 1.1 

R02 6.6 4.4 3.6 0.41 0.59 0.32 0.14 14 12 2.2 

  注) １ H13 のデータは、「環境省酸性雨対策調査総合とりまとめデータ集 昭和 58 年度～平成 14 年度（（財）日本環境衛

生センター 酸性雨研究センター）」より引用した土壌モニタリングデータを加工した。 

           2 H17、H22、H27 及び R02 のデータは、それぞれ「平成 17 年度酸性雨調査結果について」、「平成 22 年度酸性雨調査

結果について」、「平成 27 年度酸性雨調査結果について」及び「令和 2 年度酸性雨調査結果について」環境省ホーム

ページより引用した土壌モニタリングデータを加工(土壌層 0～10cm データの総平均)した。 
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